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　皆さんに読んでほしい小説や
エッセイ、旅行記や絵本など、バ
ラエティーに富んだ本を紹介しま
す。

今月のおすすめ

市長歳時記

※節電のため、図書館の電源を使った
パソコンの使用はご遠慮ください。ご
不便をおかけしますが、ご理解とご協
力をお願いします
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旧藤岡家蔵
伊能忠敬関係資料

「貴重な資料が寄贈」

▲伊能忠敬書状

◀江川英毅書状

　₈月₁日に開催された「水郷お
みがわ花火大会」には、18万人も
の方が訪れ、真夏の夜空に咲く大
輪の花をお楽しみいただきまし
た。
　開催に当たり、大会への協賛を
はじめ、会場周辺の復旧工事、当
日の運営、そして翌日の清掃など、
皆様方のご理解とご協力に、改め
て御礼を申し上げます。
　大会を終え、皆様から開催を評
価する多くの声が寄せられており
ます。イベントには、計り知れな
い波及効果がありますが、特に今
年は、震災で大きな被害を受けな
がら、市民と行政が手を取り合い、
復興に向けて歩み始めたことを改
めて感じました。
　何事にも賛否はいただくものと

認識しますが、自粛して立ち止ま
るのではなく、復興の意図を明示
し、前向きな取り組みを積極的に
行うことで、人々が集まり、元気
と笑顔があふれるまちづくりを実
現できるものと考えます。
　また、通年行っている業務や、
合併に伴う事業の一部を一時見合
わせ、震災による復旧と復興を優
先するために、合併特例債の期間
延長を国や県に強く要望して参り
ました。このたび、ようやく念願
が叶い、この秋に予定されており
ます臨時国会に、合併特例法の改
正案等が提出される見通しです。
　行政区域を越え、手を取り合い、
要望活動を行った関係市町の首長
たち。心を一つに、人と人とのつ
ながりが、いかに大きな成果をも
たらすかを、改めて実感しました。

　第₂回目の開催となる「いきいき学級」が、₇月26日に小見川支
所で行われました。
　今回は、竹を使った小物作りを行い、参加者たちは、のこぎりや
小刀、やすりなどを器用に扱い、熱心に創作活動に打ち込みました。
　丹精込めて作った作品に花を挿し、出来栄えを確認しあうなど、
楽しいひとときを過ごしました。

を使った小物作りに夢中
いきいき学級竹

▲出来上がりの作品をイメージしながら熱心に小物作りを行う参加者




